
 
札幌支部コロナ禍突破連続企画(1/15、1/21、1/26) 参加申込書  

         参加します（Zoom) ※下記にチェックをお願いします。 
   → □第 1回（1/15）  □第 2回（1/21）  □第 3回（1/26）                                  

※お申込みいただいた方に、Zoom の招待メールをお送りいたします。     
会社名                             お役職                  氏名                   

▼FAX返信先 011-702-9573 (担当：中村) 

「運転手が感染！その時の経営判断とは」 

【報告者】 平岸ハイヤー（株）代表取締役社長 神代 晃嗣 氏（豊平・清田地区会） 
  ＜概要＞8月に運転手 3名がコロナに感染。保健所から社名を公表するか問われ、公表の決断をした。情報 

を全て開示して客の信頼をつなぎ留めることが大切だからだ。タクシー80台、従業員数200名の中堅 
タクシー会社。42歳。  

●と き：１月１５日（金）13:00～14:00 
●ところ：Zoom配信      ●参加費：無料 

 
 

 

 
 「災禍を乗り越える学校経営～今、何を生徒に教えているか～」 

【報告者】 札幌新陽高等学校  校長 荒井 優 氏（中央東地区会） 

  ＜概要＞ソフトバンクを経て 2016年に 40歳で札幌新陽高校の校長に就く。北海道に緊急事態宣言 
（2020年 2月 28日）が出た翌日からオンライン授業を始めた。コロナの時代の新しい教育を語る。 

 
●と き：１月２１日（木）13:00～14:00  
●ところ：Zoom配信      ●参加費：無料 

 
 

 

 
 「暖簾は革新によってのみ守られる～見えざるコロナ、見えるコロナ～」 

【報告者】 池田食品（株）  代表取締役 池田 光司 氏（中央西地区会） 

  ＜概要＞社員 70名、売上 10億円の老舗豆菓子メーカー。今回は疫病の災禍だが、第２第３のコロナ級の 
経営を揺るがす変化は必ず来ると気を引き締める。 

 
●と き：１月２６日（火）13:00～14:00  
●ところ：Zoom配信      ●参加費：無料 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

 

 

 

  

 

  

 
 
 
 
 
 
 

2020年 12月 14日 

（一社）北海道中小企業家同友会

札幌支部 
TEL 011-702-3000 
支部長 宇佐美 隆 

コロナ禍をどのように突破するか。会員企業の知恵と、リアルな実践から学びます！ 

第
１
回 

＝＝札幌支部 コロナ禍突破連続企画＝＝ 

コロナ禍を生き抜く 
経営戦略！（第 7 弾） 
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２
回 
第
３
回 


